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デジタルデンティストリーにおけるプロビジョナルレストレーションの革新

（髙井）

デジタル・デザインに必要な前歯部審美の基礎知識
（髙井）

「歯の位置と形態」における基礎知識
（髙井）

　　　③トゥース・レシオ オン ビジュアル・フォーム
　　　④レッド・プロポーション オン ビジュアル・フォーム
　　　⑤上顎犬歯の位置
　　　⑥上顎６前歯：排列の基本
　　　⑦Kokichの審美観に対する検証　
　　　⑧歯冠軸と唇側面歯軸（前頭面）
　　　⑨固有唇面の前後的角度（矢状面）
　　　⑩上下顎６前歯：幅径の決定 Chuの分析
　　　⑪これまでの総括
　上下顎前歯群：アンテリアカップリング
　　　①BOLTON-Index
　　　②オーバージェット・オーバーバイト（上下顎犬歯の対向関係）
　　　③Visagism：Active Transformation for Aesthetic Dentition
　検証ステップ２：美しい歯・歯列の正常像，ゴールデン・ルールとは
　　　分析方法・結果
　　　結論
　　　最終考察
　エステティックトランスフォーメーション
　　　６前歯に対するエステティックトランスフォーメーション（アナログ編）
　　　６前歯に対するエステティックトランスフォーメーション（デジタル編）
　参考症例①
　参考症例②

　インプラント周囲環境（Biologic Width）
　　　天然歯がもっている解剖学的歯頚部口径の再現
　抜歯即時埋入の考え方
　　　抜歯窩骨壁とインプラント間の死腔が化骨化される条件を有すること
　　　抜歯即時埋入の外科術式の要点
　　　インプラント周囲軟組織において
　　　抜歯即時埋入の臨床 （トラブル&リカバリー症例）
　　　抜歯即時埋入におけるティッシュマネージメント
　　　多数歯インプラント（抜歯即時）埋入におけるティッシュマネージメント
　　　カスタムインプレッションコーピング
　前歯部におけるアバットメント立ち上がり形態
　　　ランニングルーム
　　　天然歯におけるクリティカルカントゥア
　　　インプラントにおけるクリティカルカントゥア
　　　参考症例
　アバットメントの形態に影響する要素
　　　埋入深度とアバットメントカントゥアの関係
　　　参考症例
　臼歯部におけるアバットメントの立ち上がり形態
　　　参考症例
　　　理想的なアバットメントカントゥア
　　　参考症例
　陳旧顎堤におけるインプラント埋入の考え方
　　　抜歯創とインプラント埋入の傷の治癒機転の違い
　　　陳旧顎堤におけるインプラント埋入
　　　骨損傷後の荷重時期と荷重量のタイムラグ
Computer Guided Immediate Smile Provisional Restoration
　　　単歯欠損におけるイミディエイトスマイルプロビジョナルレストレーションの実際
　　　多数歯欠損におけるイミディエイトスマイルプロビジョナルレストレーションの実際
　　　全顎的抜歯即時埋入におけるイミディエイトプロビジョナライゼーション
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